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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

4-6月期GDPは前期比＋0.5％と市場予想を上回り、2四半期ぶりのプ
ラス成長

個人消費が反動増、設備投資の伸びが加速しGDP押し上げに寄与
GDPデフレーターは前年同期比+0.1%（1-3月期＋0.5％）

 8月10日内閣府発表の2018年4-6月期実質GDP1次速報値は、前期比＋0.5％
（年率＋1.9％）と市場予想（前期比＋0.3％、年率＋1.4％）を上回り、2四半
期ぶりのプラス成長となった。個人消費が天候不順により1-3月期に落ち込んでいた反
動もあり増加、設備投資も前期比+1.3％と1-3月期（同+0.5％）から伸び率を拡
大しGDPを押し上げた。輸出は海上輸送などサービス関連が低迷し伸び率が鈍化、外
需は押し下げに寄与した（右図）。GDPデフレーターは前年同期比+0.1％となった。

 個人消費は前期比＋0.7％（寄与度＋0.4％ポイント：以下%pt、1-3月期
▲0.2％）と市場予想（＋0.2％）を上回った。耐久財消費が2.6％（1-3月期
▲1.0％）とプラスに転じ、サービス消費が＋0.8％（1-3月期+0.2%)と3四半期連
続のプラスとなった。

 民間住宅は前期比▲2.7％と4四半期連続の前期比マイナスとなった（寄与度
▲0.1％pt、1-3月期▲2.3％）。住宅着工は足元で下げ止まっているものの、前四
半期までの貸家着工の低迷が影響した。

 設備投資は前期比＋1.3％（寄与度＋0.2%pt、1-3月期+0.5％）と市場予想
（＋0.6％）を大きく上回った。

 公的需要は前期比+0.2％（寄与度+0.0%pt、1-3月期▲0.1％）。政府消費
が+0.2％（寄与度+0.0%pt）、公共投資が▲0.1％（寄与度▲0.0pt）。

 外需（輸出－輸入＝純輸出）の寄与度は▲0.1%ptと2四半期ぶりのマイナスとなっ
た。輸出が前期比+0.2％（1-3月期＋0.6％）と伸び率が鈍化。輸入は＋1.0％
（1-3月期+0.2％）。

 GDPデフレーターは前年同期比+0.1％（1-3月期＋0.5％）。市場予想
（+0.0％）を上回った。国内需要デフレーターは＋0.5％（1-3月期+0.9％）。

【実質GDP成長率 需要項目別（前期比）】

【出所】内閣府、IN情報センター

りそな経済フラッシュ
（日本4-6月期GDP1次速報値）

2017 2018
4-6 7-9 10-12 1-3 4-6

実質GDP 0.5 0.6 0.2 -0.2 0.5
民需 0.5 0.1 0.4 -0.3 0.5

個人消費 0.4 -0.4 0.2 -0.1 0.4
民間住宅 0.0 0.0 -0.1 -0.1 -0.1 
設備投資 0.1 0.2 0.1 0.1 0.2
民間在庫 -0.1 0.4 0.1 -0.2 0.0

公需 0.3 -0.1 0.0 0.0 0.0
政府消費 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
公共投資 0.3 -0.1 0.0 0.0 0.0
公的在庫 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

外需 -0.3 0.6 -0.1 0.1 -0.1 
輸出 0.0 0.3 0.4 0.1 0.0
輸入 -0.3 0.2 -0.5 0.0 -0.2 
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